
影者：倉知
撮影場所：花フェスタ記念公園



先日、1泊2日で全国トイレ会議広島大会へ行ってきました。この会議の出席は、今
回で4回目となります（藤原）。毎年会議にはテーマがあり、今年は「ユニバーサルデ
ザイン」でした。

【ユニバーサルデザインとは？】

・障害の有無、年齢、性別、国籍の違いを始め、ケガをして一時的に車いすに乗る人
・子育ての為に一定期間ベビーカーを利用している人
など、様々な人が利用しやすいデザインされる事を言い、2020年に開催される、東京オリンピック
、パラリンピックに向かって広く取り入れられています。

■身近なユニバーサルデザイン■

●シャワートイレ

※当初は、病院で手術後などの為に使われていた
医療機器でした
●標識が誰が見てもわかるデザイン（ピクトグラム）
●シャンプー＆リンスのボトル

※目の不自由な方が区別できるように凸凹が付い
ています（写真右）

●幅の広い改札口
●スロープ

●車いすでも利用しやすい
自動販売機

また、性別の問題で“トランスジェンダー”がニュースで取り上げられる機会も増えまし
たが、その方達は男女どちらのトイレを利用されるのでしょうか？実は、平成27年11月
に、名古屋大学の研究施設に“トランスジェンダートイレ”が設置されています。
（写真左）トイレは個室で各階に3室ずつの計6室あります。その内4室が性別を問わない
オールジェンダートイレで、あとの2室は女性優先です。ちなみに、一般の方も利用は可
能です。

開催中は、世界遺産の厳島神社で有名な宮島へ行き、参加者の皆さ
んと「おもてなしトイレ」の見学もしてきました。

▲おもてなしトイレ館 ▲大きくわかりやすい表示 ▲わかりやすく簡単な操作



▶男女トイレのブース

オスメイトに配慮した汚物流しが設置されており、高齢者や要介護者、性
的マイノリティ（意味：社会的少数者、社会的弱者）の方や荷物の多い方
など、どなたでも使用できます

◀宮島の伝統的な民家を表現

今回のトイレ会議を通じて、多目的トイレや車いす
の方が利用されるトイレなど、今までとは見る目線が
変わりました。その目線を忘れることなく、今後の清
掃や美観維持に生かしていこうと思います。

みなさん、日々の業務お疲れ様です。みなさんのおかげで当社の現場は常にキレイに保たれています。いつ
もありがとうございます。
さて、当社は10月1日の新事業年度から会社のホームページを新しくしています。従来のホームページも評判
は良かったのですが、「ごちゃごちゃしていてわかりづらい」というご意見も少なからず頂戴しておりました。そこ
で今年度、当社の35期のスタートに合わせてホームページを新しくしました。

ホームページを開いて最初のページには、ホームページ
を見ていただく方に【当社が一番伝えたいこと】が書いてあ
ります。

それは『清掃に提案力と集客力を。』。この言葉は、
同業他社にはない当社の強みでもあり、今後ますます伸ば
していかなくてはいけない部分でもあります。

トップページ▶

トップページから順に下にスクロールしていくと、当社のいろいろな情報も載っています。

過去のVOICEでも皆さんに紹介したことのある「多機能加湿器ナノフィール」のことや、このVOICE

のバックナンバー、当社のスタッフ紹介のページ、そして当社のスタッフが日々徒然に書いているブ
ログ（業務に関することばかりでもないので、読んでみると楽しいですよ！）などが随時更新されて
います。

全体的にとてもスッキリした構成になっていて、手前味噌ながら当社のホームページをすごく気に
入っています。このホームページを見れば、オーアンドケーのことがよくわかるようになっています
ので、皆さんもパソコンやスマホでホームページをぜひ一度ご覧になってください。

緑区 オーアンドケー 検索
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▲名古屋中区のビル ▲愛知県庁

ビル・マンションに携わる中で「定礎」を見かける事が多いと思います。これは何と読むのでしょうか。皆さ

んは解りますか？「ていそ」と読みます。建物外壁の南東に埋め込まれていることが多いと言われていま

すが、どんな意味があるのでしょうか。

本来「定礎」は、建物の土台となる礎石（そせき）を意味します。明治以降、近代洋風建築の影響で、記

念プレートが埋め込まれるようになり、その名前が「定礎」（定礎石）として定着しました。そして、そのプレ

ートの名前を「定礎板」と言うそうです。

【「礎盤」（そばん）】

柱と礎石の間に設置する盤で、多くの場合は、石材

が使われるようですが、木材を使うケースもあるよう

です。

※神社仏閣の豆知識 ホームページより

現在の「定礎式」は、建物の竣工日（建物が完成した日）を掘り込んだ「定礎板」を建物に埋め込み、

建物の完成記念の式典行事として変化したようです。現代の「定礎式」に設置される「定礎板」の奥に

は、「定礎箱」が入れられます。その中身は、建物の設計図・定礎式を行った日の新聞や当時の雑誌・

出資者など関係者名簿などが入れられる様です。

「定礎板」に注目することで、建物の歴史などを想像するきっかけになるのではないでしょうか？又、

自分と同じ年齢の建物を探すのも面白いかも！

※礎石などを使わず柱を直接土中に埋め込んで立てる小屋を「掘って立てる小屋」＝「掘立小屋」の語

源となったと言われています。

工事の無事と建物が長持ちする願いの中、礎石を設置する際の「定礎式」を行っていました。現代では、

建築様式も様変わりし、礎石は使用しません。



Ｑ４：“Ｏ＆Ｋ最年長スタッフ”として、皆さんに伝えたいことや今の気持ちをきかせてください！

天空海遊の宿 末広
安藤 美貴子さん

Ｑ1：業務で一番大変なことはどんなことですか？

Ｑ2：業務で工夫している事はありますか？どんな事ですか？

Ｑ３：現在または今後の意気込みを聞かせてください！！

当社のクリーンスタッフの平均年齢は62歳です。もちろん、平均年齢より上の60代

・70代の方も沢山在籍しており、日々活躍されています。そんな中、今月は当社最高

齢の安藤美貴子さん“80歳”をPick ｕｐしました。安藤さんは、蒲郡にある天空海遊

の宿 末広に所属しており、いつも素敵な笑顔で業務されています。

編集長：周りに感謝をしながら働かれている安藤さんの心掛け

は、私達みんなが見習わないといけない事ですね。

当社は、高齢者の雇入れを積極的に行っております。現在、

安藤さんのように笑顔で活躍されている皆さんの姿は、これか

ら応募される方々の希望に繋がります。その為、会社としては、

在籍している高齢者の皆さんが少しでも長く働いて頂けるよう

に、よりよい環境づくりに努めてまいります。

真夏の大浴場の清掃が大変でした。曜日によって清掃箇所は違いますが、壁面や

床、鏡や排水口など様々で、その時着用していたユニホームが上下とも汗でいっぱ

いでした。しかし、きれいに清掃した後は、その汗や大変さも忘れる程さわやかな気

持ちになります。

常に心がけている事が３点あり、まずは、お客様とお会いした時は笑顔で挨拶をすることです。次に、浴場

ではお客様が忘れ物をしていないか、一番に確認をしてから清掃に入ります。最後に、トイレは臭いがないよ

う常に意識をして清掃をしています。

健康で今の仕事を続けることができれば幸せですね。若い方達と一緒に

助け合いながら日々頑張り、楽しく業務をしたいと思っています。

人生100年と言われる時代になって、「いかに生きるか」という答えに迷いますね。やはり、働いて適度に

身体を動かすことが長生きの秘訣でしょうか。また、一緒に働く皆に感謝をして「ありがとう」「お疲れ様」を

日々口に出して、明るく楽しく働く事が大切だと思います。

私も元気に動ける限り、頑張って今の仕事を務めさせていただこうと思います。そして、末広の担当をし

ている本社の淺井さんや皆川さんは、とても親切に指導してくださりスタッフ一同感謝しています。



現在会社では、皆さんの色々な提案を募集しています。”業務でこのようにしたい“、”こうすると良い“、”こ

のようなイベントを開催してほしい“などなど・・・前向きな意見をお待ちしております。

参考となるご意見を頂いた方の中で10名に、当社のトラベルハウス事業部で取り扱っている「軽トラキャン

ピングカー トラベルハウス」がデザインされたスポーツタオルをプレゼントします。

意見を提案される方は、ＦＡＸまたはメールでご応募ください。それ以外の応募方法については、管理本部

まで問い合わせください。

■Ｆ Ａ Ｘ ： ０５２－８７７－２８９９

■Ｍ Ａ Ｉ Ｌ ： m-ito@oandk.ne.jp
（編集長 伊藤宛）

■問合せ先 ： ０１２０－３４－２８８７

提案締切日
１２月６日（金）

大判で生地がしっかりとし
たタオルなので、スポー
ツにはピッタリです！！

最近はＳＮＳの流行で、老若男女関係なく素

敵な写真を撮ることや、カメラに興味を持たれ

る方が増えているように感じます。

当社の倉知社長もカメラ教室に通い、日々腕

を磨いています。その証に、ＶＯＩＣＥの表紙の

写真は毎月社長が撮影していますが、レベル

が上がっていると思いませんか？！

そんな中、社長の作品が「ＨＩＫＡＲＩ 心の音

色」という写真展に出展されます。興味のある

方や、お近くにお越しの際は、ぜひ足を運んで

みてください。


